
令和元年度山口県高次脳機能障害リハビリテーション講習会

と き ところ令和元年１0月12日（土）１３：００～
　１６：３０ 山口県総合保健会館（多目的ホール）

プログラム
全体テーマ

私らしく生きる
12：30  受　　付
13：00  開　　講・あいさつ

15：00  休　　憩

16：30  閉　　講

13：45  講　演

13：05  講　演

山口県立こころの医療センター
  高次脳機能障害支援センター

お申し込み・問い合わせ先

℡ ０８３６－５８－１２１８

交通事故や病気などで脳が損傷され、認知機能（注意、記憶、
問題解決能力など）が低下し、社会生活を送ることが難しくな
る障害です。外見ではわかりにくいため、「見えない障害」とも
呼ばれています。

～もっと知りたい高次脳機能障害～

誰にでも起こりうる
高次脳機能障害って何？

こんな症状は、
ありませんか？

覚えられない 集中できない イライラして
怒りっぽくなった

効率的にできない

申し込みは裏面から▶

（一般社団法人 日本損害保険協会 助成事業）

地方独立行政法人 山口県立病院機構

担当：坂井・下瀬 〒755-0241 宇部市東岐波4004-2
【主 催】山口県高次脳機能障害リハビリテーション講習会実行委員会  【共 催】高次脳機能障害『ぷらむ』山口、山口県、山口県立こころの医療センター  【助 成】（一社）日本損害保険
協会  【後 援】山口市・（一社）山口県医師会・山口県精神科病院協会・山口県神経精神科医会・（公社）山口県看護協会・（一社）日本精神科看護協会山口県支部・（福）山口県社会福
祉協議会・（一社）山口県社会福祉士会・山口県精神保健福祉士協会・（一社）山口県介護支援専門員協会・（一社）山口県理学療法士会・（一社）山口県作業療法士会・（一社）山口県
言語聴覚士会・（一社）山口県介護福祉士会・山口県医療ソーシャルワーカー協会・山口県地域包括･在宅介護支援センター協議会・山口県公認心理師協会

「山口県の現状と、高次脳機能障害の基礎知識について」
講  師　山口県立こころの医療センター
　 高次脳機能障害支援センター長 兼行　浩史 氏

「社会的行動障害について」
講  師　慶應義塾大学医学部精神・神経科学教室教授
  三 村　 將 氏

15：15  講　演

「当事者・家族が主体的に生活を再構築するために
　　　　　　 　　～地域における居場所としての役割～」

講  師　NPO法人宝塚高次脳機能障害者共生の会 
 地域活動支援センターWakaba 施設長 宮原　智子 氏

参加費

無料

交通事故や脳卒中で脳が傷ついたら…交通事故や脳卒中で脳が傷ついたら…



ところ
【山口県高次脳機能障害リハビリテーション講習会 受講申込書】

講師紹介

プロフィール・活動紹介

プロフィール・活動紹介

【講習会開催場所】

山口県
総合保健会館
　（多目的ホール）
山口市吉敷下東3丁目1番1号
TEL 083－934－2200

お 　 名 　 前
ふ　り　が　な

番号に◯をして下さい

（医療・保健・福祉関係者）

※必要な方のみ記入

関 連 区 分

所 　 属 　 等

連 　 絡 　 先

　障害のある方で
お手伝いが必要な方

①当事者　②当事者のご家族
③医療・保健・福祉等関係者　④その他

所属：
職種：

所在地（住所）：

電話番号：

※どのようなお手伝いが必要かご記入下さい
　例）車いすの為、座席の確保が必要、手話が必要 など

【お申し込み方法】

①FAX :0836-58-6503
②郵 送：

どちらかで
お申し込み下さい。

〒755 - 0241 宇部市大字東岐波4004番地の2
山口県立こころの医療センター
 高次脳機能障害支援センター

●この用紙をコピーしての使用も可能です。
●山口県立こころの医療センターのホームページからも様式をダウンロードできます。 http : //www.y-kokoro.jp/

【定員：500名】定員超過により受講いただ
けない場合はご連絡させていただきます。
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〆切：10月４日㈮

広島大学大学院保健学研究科博士課程 修了。　  
作業療法士として10数年間医療機関にて急性期、回復期のリハビ
リテーションに従事。その後は介護・福祉領域の機関で地域生活
における支援に関わる。2014年より、地域活動支援センター
Wakabaにて、高次脳機能障害を持つ方の生活を当事者・家族
と共に構築する活動を行う。 
主な研究テーマは、当事者の自身に対する気づき（self-awareness）
であり、気づきの評価法として日本語版SRSI（Self-Regulation
Skills Interview：自己統制能力質問紙）を作成。

宮 原　智 子  氏
み や は ら と も こ

地域活動支援センターWakaba 施設長
作業療法士　訪問型ジョブコーチ

13：45～
開 演 時 間

1984年慶應義塾大学卒。
同年慶應義塾大学医学部精神・神経科学教室に入局。
1992年～1994年までボストン大学医学部行動神経学部門・失語
症研究センター・記憶障害研究センター研究員として研究に従事。
帰国後は東京歯科大学市川総合病院精神神経科講師として臨床及
び研究を行う。
1999年より昭和大学医学部精神医学教室に勤務。講師、准教授
等を経て、2011年より現職である慶應義塾大学医学部精神・神
経科学教室教授に就任。
専門は老年精神医学、神経心理学。認知症や老年期うつ病の診
療、研究に従事。

三 村　將  氏
み む ら まさる

慶應義塾大学医学部精神・神経科学教室教授

15：15～
開 演 時 間


